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D
H
メ
ン
ゼ
ル

澤
者
曰
く
ー
メ
ン
セ
ル
ば
米
國
プ
リ
ン
ス
｝
ン
大
學
で
、
有
名
な
ラ
ソ
セ

ル
敏
授
の
下
に
研
究
し
つ
㌧
あ
る
若
手
の
天
丈
家
で
あ
る
。
昨
年
末
か
ら
天

壌
物
理
上
の
或
る
問
題
を
究
む
る
六
め
、
ハ
ー
ヅ
ー
ド
大
匙
天
丈
蔓
に
山
留

し
て
み
ろ
、
氏
に
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
っ
て
天
燈
の
物
理
た
解
く
方
面
の

專
門
家
で
あ
ろ
か
ら
、
か
う
し
六
文
ば
全
く
漣
毒
し
て
み
ろ
・

　
過
去
藪
年
間
の
諸
巡
見
か
天
文
墨
を
全
醒
ミ
し
て
攣
化
せ
し
め
た
Q

尤
も
，
昔
し
か
ら
の
撒
理
的
研
究
は
今
も
爾
不
憂
で
は
あ
る
が
、
こ
、

に
新
要
素
が
加
は
つ
て
，
天
文
家
の
興
味
を
新
し
い
方
面
に
韓
じ
て
了

つ
た
。
物
理
學
や
化
學
の
慮
用
を
天
文
學
書
斎
が
探
汗
す
る
ま
で
は
、

．
彼
等
は
有
力
な
る
嚇
研
究
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
新

ら
し
い
天
文
學
は
、
一
に
天
命
物
理
學
ε
呼
ば
れ
、
我
か
太
陽
系
ミ
、

他
の
宇
宙
全
天
－
こ
の
關
係
を
知
る
た
め
の
、
全
く
新
し
い
方
法
夕
開
い

た
も
の
で
あ
る
。

　
吾
々
が
、
叫
艦
，
星
に
つ
い
て
色
ん
な
知
識
を
持
っ
て
る
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ち
ら

要
す
る
に
、
星
々
が
此
方
へ
光
を
途
っ
て
く
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

從
っ
て
、
此
の
光
の
性
質
を
調
べ
れ
ば
、
一
々
の
星
の
特
徴
が
わ
か
る

筈
で
あ
る
。
一
寸
考
へ
て
見
る
ε
，
輩
な
る
光
線
に
も
そ
れ
ぐ
の
違

ひ
が
あ
っ
て
其
れ
か
各
々
光
源
の
特
質
を
表
は
し
て
居
る
一
こ
い
ふ
こ
ご

四

は
不
思
議
な
こ
ε
で
あ
る
。
一
條
の
光
線
は
、
宇
宙
の
聞
に
於
て
、
最

も
破
壊
し
難
い
も
の
ミ
見
て
好
い
。
光
が
星
を
出
登
し
た
の
は
幾
千
年

の
背
だ
か
知
れ
な
い
け
れ
さ
、
吾
々
は
此
の
光
ガ
、
強
さ
以
外
に
は
全

く
不
愛
の
ま
、
に
、
こ
ち
ら
へ
到
着
す
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
ー
こ
は
、
通
常
、
プ
リ
ズ
ム
（
撰
形
の
ガ
ラ
ス
で
、

白
色
の
光
を
虹
の
七
色
に
分
け
る
も
の
）
を
通
し
た
そ
の
光
の
爲
眞
を

言
ふ
の
で
あ
る
Q
こ
れ
に
よ
り
、
吾
々
は
、
星
が
如
何
な
る
色
の
光
を

迭
っ
て
み
る
か
を
知
る
こ
一
し
が
出
來
る
。
光
波
詮
に
よ
れ
は
、
色
は
一

秒
間
に
や
る
振
動
歎
で
以
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
増
じ
に
な
っ
て
み
る
。

　
直
し
、
一
八
同
四
年
の
時
に
、
フ
ラ
ゥ
ン
オ
ー
フ
エ
ル
は
、
『
太
陽
の

光
の
中
に
は
或
る
色
の
も
の
が
訣
け
て
る
て
、
從
っ
て
，
そ
の
鋏
け
て

る
る
色
に
當
る
所
に
は
線
が
幾
つ
も
現
は
れ
⊃
全
艦
が
受
な
風
に
見
え

る
』
こ
ε
を
護
重
し
た
Q
そ
の
理
由
が
、
ほ
，
こ
ん
ア
ご
五
十
年
を
経
て
，

一
八
五
九
年
に
至
り
、
キ
ル
ヒ
ホ
フ
ε
ブ
ン
ゼ
ン
の
實
験
研
究
に
よ
り

解
決
さ
れ
る
こ
一
こ
に
な
っ
た
の
で
あ
．
る
。

　
師
ち
、
ガ
ス
艦
が
白
熱
さ
れ
る
¶
こ
き
に
は
、
其
の
ガ
ス
艦
に
特
有
な

或
る
色
の
み
を
出
す
こ
ミ
、
叉
、
か
う
し
た
ガ
ス
膿
は
、
冷
却
し
て
嚢

光
し
な
い
場
合
に
、
白
色
光
の
中
か
ら
、
白
熟
の
時
に
自
分
の
獲
す
る

其
の
色
を
吸
縛
す
る
も
の
で
あ
る
こ
，
こ
、
そ
し
て
、
此
等
の
線
の
多
く

の
も
の
が
、
太
陽
や
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
纏
こ
精
密
に
一
致
す
る
こ
一
こ

が
知
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
黄
色
の
部
分
に
相
互
に
接
近
し
た
二
つ
の
主
要
線
が
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あ
っ
て
，
之
れ
が
太
陽
の
ス
ペ
ク
ト
ル
中
の
二
つ
の
著
し
い
線
－
こ
正
し

く
一
致
す
る
。
し
か
る
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
我
が
地
球
上
に
は
多
量
に
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
ミ
こ
ろ
か
ら
、
太
陽
に
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
存
在
す

る
一
こ
い
ふ
論
断
を
下
し
て
も
差
支
へ
な
い
一
こ
思
ふ
の
で
あ
る
。
か
う
し

た
光
の
研
究
か
ら
、
吾
々
は
、
太
陽
が
白
光
を
嚢
す
る
高
温
腿
を
持
ち
、

其
の
ま
は
り
に
は
低
温
・
低
厘
の
ガ
ス
暦
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぐ
の
元

素
に
癒
じ
た
色
を
細
書
す
る
の
で
あ
る
こ
ざ
を
、
始
め
て
知
っ
た
。

　
し
か
し
、
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
皆
同
調
で
は
な
い
。
吾
人
の
研
究
に
よ

れ
は
、
此
等
各
種
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
漸
次
相
互
に
憂
化
し
て
行
く
順
序

に
並
べ
る
こ
ε
が
出
來
る
。
（
課
者
曰
く
、
天
界
第
二
十
四
號
口
絡
参
照
）

生
な
順
序
は
1
3
A
F
G
K
M
「
こ
い
ふ
煙
感
で
表
は
さ
れ
る
も
の
で
、
其

の
中
の
小
暑
分
は
符
號
の
次
へ
、
小
調
記
號
の
や
う
に
、
数
字
を
つ
け

る
こ
S
に
な
っ
て
み
る
。
例
へ
は
、
R
。
ミ
い
ふ
ス
ペ
ク
ト
．
ル
は
F
ミ
G

ミ
の
中
程
を
示
す
の
で
あ
る
。
太
陽
は
G
種
で
あ
る
。
警
急
の
外
に
、

数
種
の
種
類
が
あ
る
け
れ
「
ご
、
此
等
は
三
星
数
が
少
な
い
。

　
吾
人
の
鰹
験
に
よ
れ
ば
、
ス
ペ
ク
ト
ル
の
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
原
因

は
三
つ
あ
る
。
郎
ち
、
存
在
す
る
原
素
噛
こ
温
度
ご
の
出
力
・
、
」
で
あ
る
Q

此
の
最
後
の
歴
力
－
こ
い
ふ
の
は
暫
く
除
外
し
て
置
い
て
も
宜
し
い
。
其

の
理
由
は
、
影
響
が
輕
微
で
あ
る
か
ら
、
爾
、
一
番
始
め
の
、
元
素
に

よ
る
違
ひ
は
誰
に
も
尤
も
ε
思
へ
る
け
れ
さ
、
そ
も
ノ
、
ス
ペ
ク
ト
ル

分
類
法
の
根
本
原
理
ε
な
っ
て
み
る
特
徴
や
、
叉
，
同
じ
色
の
星
は
同

じ
タ
イ
プ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
持
っ
て
る
る
事
實
な
「
こ
か
ら
見
る
書
、
温

度
が
主
な
．
原
因
で
あ
っ
て
、
赤
い
色
の
星
は
低
湛
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
纒
験
は
全
く
此
の
論
結
を
謹
明
す
る
。

　
丁
度
，
．
實
験
室
で
ガ
ス
が
黒
光
し
て
み
る
場
合
の
如
く
、
星
か
ら
來

る
光
が
そ
の
一
々
の
原
子
か
ら
出
て
來
て
る
る
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
無

い
。
或
る
元
素
の
線
は
他
の
元
素
の
も
の
よ
り
も
比
較
的
低
淵
で
あ
ら

は
れ
る
。
就
中
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
線
は
之
れ
を
獲
出
せ
し
め
る
の
が
最
も

困
難
ミ
見
て
差
支
へ
な
い
Q
此
の
線
は
B
型
の
星
に
の
み
現
は
れ
る
か

ら
，
從
っ
て
，
此
の
B
型
星
は
温
度
が
最
も
高
く
、
ほ
草
↓
萬
二
千
度

（
物
言
温
度
）
ぐ
ら
み
に
相
當
す
る
エ
、
不
ル
ギ
…
の
み
の
だ
ミ
見
る
べ
き

で
あ
る
。

　
こ
れ
程
の
高
温
度
で
は
、
か
の
A
型
星
に
は
美
し
く
現
は
れ
る
水
素

線
が
幾
分
か
弱
め
ら
れ
る
。
何
故
か
¶
こ
い
へ
ば
此
の
高
温
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
，
原
干
が
甚
だ
し
く
其
の
構
造
を
か
き
鼠
さ
れ
、
輻
射
は
少
な
く

て
、
殆
ん
さ
多
藪
は
細
か
く
破
壌
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
星
の
順
列
を

追
っ
て
行
く
，
こ
，
そ
こ
に
電
離
さ
れ
九
カ
ル
シ
ウ
ム
線
が
著
し
く
あ
る

の
が
見
え
る
。
こ
れ
は
ス
ペ
ク
ト
ル
の
紫
外
部
の
端
で
輝
い
て
み
る
叫

封
の
線
で
あ
．
る
。
太
陽
の
や
う
な
星
で
は
水
素
線
は
よ
ほ
㍗
ご
弱
く
な
る

研
上
聞
劃
相
仁
山
ハ
千
虚
茂
㎡
じ
は
水
素
を
強
く
輻
射
せ
し
め
る
に
は
工
糸
ル
ギ
ー
が

充
分
で
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
低
温
に
下
っ
て
行
っ
て
、
簸
型
の

星
、
例
へ
ば
オ
リ
オ
ン
座
の
中
の
大
き
な
赤
星
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ズ
の
や
う

な
，
霞
割
温
『
千
度
の
も
の
ま
で
來
る
ぐ
」
、
多
く
の
金
属
の
線
が
著
し

く
現
れ
る
の
が
わ
か
る
。

五
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吾
々
は
未
だ
原
子
の
獲
返
す
．
る
有
様
を
よ
く
は
知
ら
な
い
け
れ
♂
、

右
に
述
べ
た
多
く
の
讃
嫁
を
持
っ
て
る
る
。
例
へ
ば
、
A
型
の
ス
ペ
ク

ト
ル
を
一
瞥
す
れ
ば
立
派
な
水
素
線
列
の
見
え
て
み
る
こ
ミ
に
よ
つ
て

原
子
の
作
用
に
偉
大
な
規
律
が
あ
る
こ
ε
が
わ
か
る
。
サ
ー
J
J
ト
ム

ソ
ン
の
電
子
の
獲
見
に
よ
っ
て
，
吾
人
は
始
め
て
原
子
の
寄
歌
に
つ
い

て
の
考
へ
を
得
た
の
で
あ
．
る
が
、
其
の
後
、
よ
ほ
㍗
こ
の
年
月
を
経
て
、

プ
ラ
ン
ク
、
ボ
ー
ル
、
ゾ
ム
マ
ー
フ
エ
ル
ド
等
が
電
子
論
・
を
開
展
さ
せ

て
，
不
備
を
完
黒
し
た
。
今
や
、
電
子
論
は
最
早
や
7
の
論
説
で
は
な

く
し
て
、
事
實
で
あ
る
。
原
子
は
電
氣
的
構
造
の
も
の
で
、
心
核
は
陽

電
氣
を
持
っ
て
る
る
こ
ご
が
、
今
口
は
一
般
に
認
め
ら
れ
、
諸
種
の
原

子
の
一
般
化
學
的
性
質
も
皆
照
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
原
予
の
陽
電
氣
核
の
ま
は
り
に
は
多
く
の
陰
電
氣
的
電
子
が
あ
り
、

其
れ
筆
．
は
各
々
輩
急
電
氣
量
を
持
っ
て
る
て
、
全
部
を
合
す
れ
ば
、
丁

度
心
核
の
陽
電
氣
，
こ
釣
り
合
ひ
、
全
艦
ぐ
〕
し
て
中
和
す
る
や
づ
に
な
っ

て
居
る
。
例
へ
ば
、
水
素
に
は
一
つ
の
電
子
が
躍
位
陽
電
氣
の
心
核
の

ま
は
り
に
あ
り
、
ヘ
リ
ウ
ム
に
は
二
つ
の
電
子
が
二
叫
単
位
陽
電
氣
の
心

心
を
ま
は
っ
て
み
る
Q
叉
リ
チ
ウ
ム
は
三
つ
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
は
四
？
こ

い
ふ
風
に
聴
し
て
、
爆
に
最
も
重
「
い
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
は
九
十
二
個
の
電
子

が
ま
は
っ
て
み
る
、

　
水
素
が
取
の
扱
ひ
に
最
も
簡
単
で
好
い
。
何
ε
な
れ
ば
、
電
子
を
、

心
核
の
ま
は
り
を
ま
は
る
遊
星
の
や
う
に
見
て
、
最
も
簡
箪
な
撒
理
天

文
學
の
方
法
で
取
扱
、
や
…
が
六
情
る
か
ら
で
あ
る
。
實
際
、
こ
の
物

山ノ、

質
、
の
最
小
片
の
中
に
、
吾
が
太
陽
系
の
立
派
な
模
型
を
持
っ
て
る
る
ミ

い
，
幽
こ
一
こ
は
、
想
像
し
て
見
る
だ
け
で
も
興
味
深
い
こ
書
で
あ
る
。
幾

年
か
以
前
に
、
バ
ル
マ
ー
は
水
麦
線
の
位
置
を
完
杢
に
表
は
す
や
う
な

哺
つ
の
藪
學
公
式
を
見
つ
け
た
が
、
今
は
ボ
ー
ル
の
理
論
に
よ
っ
て
此

の
式
の
存
在
が
説
明
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
電
子
は
、
雄
核
の
ま
は
り
を
、
大
小
種
々
あ
る
中
の
一
つ
の
圓
軌
道

を
通
っ
て
ま
は
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
種
々
の
軌
道
の
大
き
さ

は
興
る
一
定
の
比
例
に
な
っ
て
み
る
。
内
部
の
戦
道
の
大
き
さ
に
從
っ

て
、
其
の
他
の
総
て
の
軌
道
の
大
き
さ
が
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
、
第
二
の
軌
道
は
四
倍
、
第
三
の
は
九
倍
、
第
四
の
は
十
六
倍
ざ
い

ふ
風
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
等
の
電
子
を
↓
定
の
軌
道
に
保
持
し
て
置

く
た
め
に
は
一
定
の
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
軌

蓮
が
大
き
い
け
れ
ば
大
き
い
程
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
多
い
。

　
そ
れ
で
、
若
し
電
子
が
、
例
へ
ば
第
三
軌
道
か
ら
第
二
軌
道
に
落
下

し
た
一
こ
す
れ
ば
、
此
の
場
合
に
は
何
時
で
も
同
じ
分
量
の
エ
、
不
ル
ギ
ー

が
照
射
さ
れ
て
、
一
定
の
色
の
光
「
こ
な
る
の
で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
量
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
光
の
色
は
青
み
一
し
な
る
。
叉
、
若
し
第

四
軋
道
か
ら
第
二
軌
道
へ
落
ち
る
な
ら
ば
、
嚢
光
の
色
は
異
っ
た
も
の

ミ
な
り
，
夏
に
叉
、
第
五
軌
道
か
ら
第
二
軌
道
へ
な
ら
ば
叉
翅
の
色
が

出
る
・
こ
い
ふ
次
第
、
こ
う
し
て
所
謂
バ
ル
マ
i
列
の
規
則
正
し
い
現
象

を
精
密
に
説
明
す
る
こ
一
こ
。
か
出
譲
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
其
の
他
に
も

色
々
の
組
含
が
鵬
來
る
わ
け
で
、
害
う
し
た
も
の
が
、
や
は
り
、
観
察
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さ
れ
て
居
る
。
し
か
し
、
原
子
の
中
に
注
ぎ
込
ま
れ
る
エ
、
不
ル
ギ
ー
が

叢
り
為
す
ざ
像
こ
き
に
は
、
逡
に
電
子
は
心
核
か
ら
離
れ
る
こ
ε
に
な

る
。
叢
れ
即
ち
最
高
温
の
B
型
星
に
水
糞
線
の
微
弱
な
所
以
で
あ
る
。

　
水
素
の
場
合
は
完
全
に
わ
か
っ
て
み
る
が
、
他
の
原
素
に
つ
い
て
は

ス
ペ
ク
ト
ル
の
豫
想
を
す
る
こ
§
か
不
可
能
で
あ
る
。
何
－
こ
な
れ
ば
、

二
つ
よ
り
多
い
物
件
の
蓮
動
法
則
を
解
決
す
る
た
め
に
は
撒
學
上
の
困

難
が
含
ま
れ
る
か
ら
。
し
か
し
、
電
子
を
一
つ
失
っ
て
電
離
し
た
ヘ
リ

ウ
ム
に
つ
い
て
は
水
素
，
こ
近
い
牲
質
を
認
め
る
こ
ε
が
出
訴
る
。
た
『

此
の
場
合
に
は
心
核
が
二
軍
位
の
陽
電
氣
を
持
つ
の
み
の
違
ひ
で
あ
る

の
だ
か
ら
、
此
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
線
の
撒
が
二
倍
あ
る
母
」
い
ふ
だ
け
で

位
置
は
郎
糞
穆
、
精
密
に
一
致
す
る
も
迦
罫
旗
の
中
間
に
は
ま
る

も
の
、
し
で
出
來
て
る
る
。
こ
の
ヘ
リ
ウ
ム
高
調
線
は
勿
論
、
所
謂
0
型

三
才
ち
丁
度
最
高
の
星
に
現
は
れ
、
⇔
。
　
　
　
　
　
シ
リ

　
多
く
の
元
素
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
水
素
に
似
て
、
も
つ
鷺
複
雑
し
た
線

鵜
關
係
を
表
は
す
。
適
適
解
法
は
む
つ
か
し
い
け
れ
，
ご
、
し
か
し
、
簡

躍
な
原
子
の
軌
道
ミ
悪
難
に
、
電
子
の
落
下
す
る
エ
．
不
ル
ギ
i
暦
が
多

く
あ
る
こ
一
こ
が
分
か
る
。
電
子
が
内
部
軌
道
か
ら
外
部
軌
道
へ
移
る
に

ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で
、
之
れ
が
光
の
吸
牧
ミ
い
ふ
こ
一
こ
に
當

ろ
の
で
あ
る
。
叉
，
回
れ
に
反
し
、
外
部
か
ら
内
部
へ
移
る
の
は
光
の

爽
射
に
摩
る
。
一
々
の
原
子
は
只
一
種
類
づ
、
の
光
を
嵩
ず
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
け
れ
雷
、
咽
頭
を
な
す
多
く
の
原
子
が
あ
ろ
た
め
、
ス
ペ

ク
ト
ル
全
部
を
現
は
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
リ
　
ス

　
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
々
の
線
列
は
塵
力
や
温
度
に
よ
っ
て
蓮
つ
旗
影

響
を
受
け
る
。
故
に
、
吾
々
は
星
に
よ
つ
て
學
ぶ
こ
唱
こ
は
原
素
の
存
在

や
其
の
温
度
ば
か
り
で
は
な
い
。
注
意
深
い
研
究
を
す
れ
ば
、
吾
々
は

星
｝
つ
く
の
密
度
を
知
り
、
叉
。
其
の
星
の
大
き
さ
や
、
表
面
光
力

や
、
叉
、
其
の
星
の
距
離
ま
で
も
、
此
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
っ
て
知
る

こ
ミ
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
清
規
、
箪
に
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
見
て
，
其

の
重
さ
を
推
定
す
る
こ
ε
が
斑
來
う
か
も
知
れ
な
い
。
ス
ペ
ク
ト
ル
線

の
強
ミ
こ
其
の
星
の
他
の
性
質
こ
の
夕
曇
に
つ
い
て
の
學
設
が
サ
バ
氏

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
開
展
さ
れ
た
。
現
今
、

こ
れ
は
天
文
研
究
の
中
で
最
も
興
味
あ
る
、
叉
、
有
望
な
方
面
で
あ
る

（
一
九
二
四
。
五
・
一
五
。
ハ
ー
バ
ー
ド
二
丈
豪
に
於
て
山
本
「
清
華
。
「
コ
ロ
ラ

　
ド
の
空
」
誌
よ
り
）

本
年
度
　
京
都
大
學
夏
期
講
習
會
　
「
天
丈
學
科
」

　
八
月
一
日
よ
り
九
日
迄
第
十
五
回
講
演
會
開
催
さ
る
。
其
の
中
本
會

名
碁
會
員
新
城
理
學
博
士
は
左
の
講
演
せ
ら
る
。

一
日
一
六
月
（
日
’
曜
休
み
×
母
n
口
九
時
1
十
・
一
時
　
　
宇
庫
田
恥
進
化
込
畑

聴
講
料
侮
↓
科
目
金
離
圓
。
七
月
二
十
日
日
限
り
申
込
〆
切
Q

詳
細
は
威
銭
切
手
封
入
に
て
規
則
動
気
の
筈
。

七


